
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北アルプス地域） 

令和 4年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 シェアサイクルによる北アルプス広域観光推進事業 

事業主体 

（連絡先） 

一般社団法人大町市観光協会 

大町市大町 3200 ℡ 0261-22-0190 

事業区分 (6)産業振興、雇用拡大（ア 特色ある観光地づくり） 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費  2,736807  円（うち支援金： 2,157,000 円） 

 

① サイクルツーリズムの推進を

軸とした観光宣伝 

② 観光客の利便性の向上 

③ e-バイクによる市内地活性化 

 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

・e-バイクを旅の目的の一つとし

訪れる人を徐々にではあるが増や

すことができた。 

・コロナで疲弊した温泉郷にレン

タサイクル拠点を置くことで温泉

郷の魅力の一つとすることができ

た。 

 

【 温泉郷拠点 】 

 

 【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

①サイクル拠点を増やし利用しやすい環境を整備した

結果 e-バイク利用の観光客を前年比 30％増やすこと

ができた。 

②HP から事前予約を行ったことで e-バイクを旅の目的

の一つとする観光客が増え、最盛期には予約が一杯と

なりお断りする事もあった。 

③お客様の走行履歴を把握し次年度への活動の参考資

料とすることができた。 

④YouTube 広告を行い広域に大町の e-バイク観光の楽

しさを広めることができた。さらに予想以上の閲覧数

があり職員のサイクル事業への意欲につながった。 

 

 

 

当協会をハブとしたシェアサイクルを広め利用しや

すい環境整備に努めてきた。本年は木崎湖に次いで、宿

泊客の多い大町温泉郷内に1拠点増やしレンタサイクル

とシェアサイクル事業を進めた。 

・事前予約を受付け利用しやすい環境作りを行った。 

・今後のコース作りや案内に生かせるようレンタサイク

ル利用のお客様の走行履歴を取得した。 

・レンタサイクルが観光の目的となるよう SNS を利用

した動画配信を行った。 

・利用者にマイボトル持参を呼びかけた。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 走行履歴により目的地の多くは仁科三湖方面だとわかった。そこで仁科三湖で白馬との境にあ

る青木湖に新たなサイクル拠点を設け湖観光が目的となるよう利用環境を整備していきたい。 

また、旅の目的となるよう予約方法の充実、活用しやすいサイクルマップの制作などツールも

充実させていきたい。 


